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き
の
ね
っ
こ  

ぼ
く
の
ま
ち
を  

ま
も
っ
て
る

山
地
災
害
防
止
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
作
品

立
石 

晃
琉
（
鹿
児
島
県
）

　

日
本
で
は
毎
年
２
，０
０
０
箇
所
も
の
山
地
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
山
地
災
害
が
多
く
発
生
す
る
の
は
、
日
本
の
地
形
や
気

候
条
件
が
山
地
災
害
を
起
こ
し
や
す
い
特
性
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
は
日
頃
か
ら
、
山
地
災
害
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

山
地
災
害
に
備
え
よ
う
！

　

山
地
災
害
が
一
番
多
い
の
は
梅
雨
の
季

節
で
す
。
そ
こ
で
、
国
、
都
道
府
県
、
市

町
村
で
は
毎
年
５
月
20
日
か
ら
６
月
30
日

に
か
け
て
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
、
山
地
災
害
危
険
地
区
の
周

知
や
パ
ト
ロ
ー
ル
、
山
地
災
害
に
備
え
る

広
報
活
動
、
防
災
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

山
地
災
害
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

山
地
災
害
は
あ
る
日
突
然
や
っ
て
き

ま
す
。

　

あ
な
た
の
地
区
の
山
地
災
害
の
お
そ
れ

の
あ
る
箇
所
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
知
っ
て

お
く
こ
と
は
、
災
害
に

備
え
る
た
め
に
と
て
も

大
切
で
す
。
身
近
に
危

険
な
箇
所
が
あ
る
か
ど

う
か
、
日
頃
か
ら
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

危
険
箇
所
を
知
ろ
う
！

　

山
地
災
害
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め

に
も
っ
と
も
効
果
的
な
方
法
は
、
危
険
を

感
じ
た
ら
す
ぐ
「
避
難
」
す
る
こ
と
で
す
。

　

豪
雨
や
台
風
接
近
の
際
に
は
、
テ
レ
ビ

や
や
ま
び
こ
通
信
か
ら
情
報
を
正
確
に
得

る
と
と
も
に
、
警
察
や
消
防
団
の
指
示
に

従
い
、早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
危
険
箇
所
、
避
難
所
に
つ
い
て

は
、
各
地
域
で
活
動
す
る
消
防
団
や
公
民

館
、役
場
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
自
身
の

命
を
守
る
「
避
難
」

　

本
村
で
は
、
５
月
24
日
に
消
防
や
警

察
、
行
政
が
一
同
に
各
地
区
か
ら
依
頼
の

あ
っ
た
危
険
箇
所
の
調
査
点
検
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

調
査
は
、
住
宅
周
辺
の
危
険
箇
所
を
重

点
的
に
実
施
し
、
調
査
結
果
に
対
し
、
関

係
機
関
が
共
通
認
識
の
も
と
で
効
率
的
な

対
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

危
険
箇
所
調
査
の
実
施

す
ぐ
裏
の
山
が
あ
な
た
の
家
に

襲
い
か
か
っ
て
き
た
と
し
た
ら･･･

山
地
災
害
は
あ
る
日
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。

▲不土野（天包）
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左
図
の
よ
う
に
、
財
務
書
類
４
表
は
矢

印
で
結
ば
れ
て
い
る
金
額
が
一
致
し
ま
す
。

　

総
務
省
改
訂
モ
デ
ル
は
「
発
生
主
義
」

の
考
え
を
採
用
し
て
お
り
、
現
金
だ
け
で

は
な
く
、
資
産
の
動
き
が
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
複
式
簿
記
」
と

い
う
、
お
金
の
調
達
先
と
使
い
道
を
同
時

に
管
理
す
る
や
り
方
も
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
総
務
省
改
訂
モ
デ
ル
は
、

支
出
と
そ
の
財
源
の
対
応
関
係
を
重
視

し
、
行
政
活
動
や
公
共
資
産
整
備
へ
の
お

金
の
充
て
方
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

は
じ
め
に
！

　

こ
れ
ま
で
の
地
方
自
治
体
の
会
計
は
、

家
計
簿
の
よ
う
な
「
現
金
主
義
」
を
採
用

し
て
い
ま
し
た
。「
現
金
主
義
」
と
は
、

定
め
ら
れ
た
予
算
の
中
で
現
金
を
支
出
す

る
た
め
、
予
算
を
ま
と
め
や
す
く
、
現
金

の
流
れ
の
み
を
把
握
し
て
い
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、「
現
金
主
義
」
で
は
会
計
上

は
記
録
の
対
象
と
な
ら
ず
、
減
価
償
却
な

ど
の
※
ス
ト
ッ
ク
情
報
や
フ
ロ
ー
情
報
が

見
え
て
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
全
て
の

資
産
、
負
債
情
報
等
も
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
「
発
生
主
義
」
の
考
え
方

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
「
新
地
方
公
会
計
制
度
」
の
始

ま
り
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
現
実
に
起
こ
っ
た
自
治
体

の
財
政
破
綻
。
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
地
方

自
治
体
の
資
産
・
債
務
管
理
に
関
す
る
公

会
計
整
備
推
進
の
法
律
や
方
針
が
示
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
３
月
31
日
地
方
行
革
新
指
針

で
は
、
財
務
書
類
４
表
の
作
成
・
活
用
を

通
じ
、
未
利
用
財
産
の
売
却
促
進
や
資
産

の
有
効
活
用
等
の
改
革
の
方
向
性
と
具
体

的
な
施
策
を
３
年
以
内
に
策
定
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
平
成
19
年
10
月
17
日
の
「
公
会
計

の
整
備
推
進
に
つ
い
て
」
と
と
も
に
公
表
の

新
地
方
公
会
計
制
度
実
務
研
究
会
報
告
書

で
は
以
下
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
．
地
方
公
共
団
体
は
、
総
務
省
の
「
新

地
方
公
会
計
制
度
研
究
会
」
が
示
し

た
「
基
準
モ
デ
ル
」
ま
た
は
「
総
務

省
改
訂
モ
デ
ル
」
に
沿
っ
た
発
生
主

義
・
複
式
簿
記
の
考
え
方
を
導
入
し
、

地
方
公
共
団
体
単
体
及
び
関
連
団
体

（
土
地
開
発
公
社
等
）
の
連
結
ベ
ー

ス
で
の
４
つ
の
財
務
諸
表
を
整
備
す

る
こ
と

２
．
人
口
３
万
人
以
上
の
都
市
は
平
成
21

年
度
中
に
作
成
し
、
情
報
を
開
示
す

る
こ
と

　

財
務
諸
表
作
成
方
式
に
は
「
総
務
省
方

式
改
訂
モ
デ
ル
」
と
「
基
準
モ
デ
ル
」
と

２
種
類
あ
り
ま
す
。
全
体
の
約
８
割
の
自

治
体
が
「
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
」
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　

椎
葉
村
で
も
「
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ

ル
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

○
ス
ト
ッ
ク
情
報

資
産
や
負
債
な
ど
を
一
定
時
点
の

状
態
を
表
し
ま
す
。

○
フ
ロ
ー
情
報

人
件
費
や
物
件
費
な
ど
を
一
定
期

間
の
実
績
の
情
報
を
表
し
ま
す
。

椎
葉
村
の
財
政
決
算
状
況

椎
葉
村
の
財
政
状
況
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

村
民
の
皆
さ
ん
に
分
析
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成22年度
決　算

新
地
方
公
会
計
制
度
の

は
じ
ま
り

新
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
務
諸
表

　

予
算
書
や
決
算
書
な
ど
の
今
ま
で
の
公
会
計
と
は
別
に
、
椎
葉
村
の
財
務
状
況
を
あ
ら
わ

す
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
次
の
財
務
諸
表
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

①
資
産
や
負
債
の
状
況
な
ど
を
表
す
「
貸
借
対
照
表
」

　

②
人
件
費
や
減
価
償
却
費
な
ど
の
経
費
を
表
す
「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」

　

③
純
資
産
の
一
年
間
の
変
動
内
容
を
表
す
「
純
資
産
変
動
計
算
書
」

　

④
資
金
収
支
の
状
況
を
性
質
別
に
３
つ
の
区
分
に
表
す
「
資
金
収
支
計
算
書
」

　

以
上
の
４
表
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
財
務
諸
表
と
呼
ば
れ
、
自
治
体
評
価
の
た
め
の
情
報

で
も
あ
り
ま
す
。

財
務
諸
表
と
は

財
務
４
表
の
相
関
図

資　産 負　債

歳計現金

貸借対照表

純資産

行政コスト計算書

経常行政コスト

−

経常収益

＝

純経常行政コスト

資金収支計算書 純資産変動計算書

期首純資産残高

−

純経常行政コスト

＝

期末純資産残高

収入

−

支出

＝

歳計現金増減額

＋

期首歳計現金残高

＝

期末歳計現金残高

歳計現金・・・一年間の収入と
　　　　　　　支出を差引した
　　　　　　　余り

※
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貸
借
対
照
表

　

期
末
時
点
で
、
椎
葉
村
に
お
金
が
い
く

ら
残
っ
て
い
て
、
建
物
な
ど
の
資
産
が
ど

れ
く
ら
い
あ
り
、
借
金
は
い
く
ら
あ
る
の

か
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
の
が
、「
貸

借
対
照
表
」
で
す
。

　

左
右
の
合
計
額
が
等
し
い
こ
と
、
現
時

点
の
資
産
と
負
債
な
ど
の
残
高
（
＝
バ
ラ

ン
ス
）
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

椎葉村の財政決算状況

貸
借
対
照
表
と
は
？

資　産…【住民の財産】現在から将来への
資金の流れとサービス提供能力

負　債…【将来世代の借金】
　　　　将来世代が負担
純資産…【現役世代の負担】
　　　　今までの世代が負担

資産＝負債＋純資産

借方（左）と貸方（右）が
一緒だね！

【借　方】 【貸　方】

①公共資産
道路や学校など

村が整備した公

共施設や土地の

総額

②投資等
出資金や特定の

目的で積立てた

基金等の総額

③流動資産
現金・預金、現

金化しやすい村

税などの未収金

の総額

④負債
将来に支払う必要

のある借金

地方債・退職手当

などの総額

⑤純資産
道路や学校整備の

ため国や県からの

補助金や村税など

の総額

　前年度より借金が減って、資産が増え
ました。つまり前年度よりも今年度は財
政の運営状況が良くなっていることがわ
かります。

椎葉村の貸借対照表

住民一人あたりの貸借対照表

資産 1029.4万円
負　債 220.3万円

純資産 809.1万円

※平成22年3月31日現在の住民基本台帳
　人口3,307人で算定

〜前年度と比較して〜
資　産・・・75万円増
負　債・・・　2万円増
純資産・・・73万円増

【借　方】 【貸　方】

①資産
【公有財産】

土地や建物などの資産

平成22年度 275億2,977万円

平成21年度 259億7,448万円

【投資等】

県および団体への出資

平成22年度 30億6,572万円

平成21年度 34億9,636万円

【投資等】

現金・預金

平成22年度 26億264万円

平成21年度 20億8,472万円

②負債
【借金】

平成22年度 71億535万円

平成21年度 72億203万円

③純資産
【すでに支払ったお金】

③＝（①−②）

平成22年度 260億9,277万円

平成21年度 243億5,353万円

貸借対照表前年度との比較
資産 16億円

増加

負　債　 1億円減少

純資産 17億円増加

資産増の要因……基金や現金預金の
　　　　　　　　増加
負債減の要因……地方債や退職手当
　　　　　　　　の減少
純資産増の要因…資産が増加し負債が
　　　　　　　　減少

椎葉村の貸借対照表
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行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

椎
葉
村
の
行
政
活
動
に
は
、
福
祉
や
教

育
な
ど
で
の
人
的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
で
は
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら

な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
も
の
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
と
は
？

椎葉村の財政決算状況

物
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
今
後
は
、
高
齢
者
な
ど
社
会

保
障
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

総　額
住民

一人当たり

人 に か か る
コ ス ト

8億1,466万円 245,000円

物 に か か る
コ ス ト

17億4,277万円 574,000円

社 会 保 障 給
付 や 補 助 金
の コ ス ト

10億6,697万円 315,000円

そ の 他 の
コ ス ト

1億520万円 30,000円

使 用 料・
手 数 料 な ど
の 収 入

5,401万円 17,000 円

村
民
一
人
あ
た
り
の
経
費

支出合計　村民一人あたり　１１６.５万円

土木費
8万6,000円

道路・橋梁・河川など

の整備・管理など公共

施設の整備にかかる

経費。

環境衛生費
11万1,000円

健康増進、疾病予防、

環境保全、清掃費など

の経費。

教育費
14万9,000円

学校、社会、生涯学習

活動、芸術・文化・ス

ポーツの振興など教育

全般にわたる経費。

民生費
16万2,000円

児童、高齢者、心身障

害者等のための福祉施

設の整備や運営経費。

産業振興費
37万2,000円

農地改良などの農林水

産業や観光などの商工

業にかかる経費。

議会費
1万7,000円

支出議員の報酬、議会

の運営に関する経費。

消防費
1万9,000円

消防車や消防設備や整

備などにかかる経費。

総務費
24万9,000円

庁舎建設費用や整備に

かかる経費。
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純
資
産
変
動
計
算
書

　

椎
葉
村
の
純
資
産
（
貸
借
対
照
表
の
資

産
と
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
差
）
が
１
年

間
で
ど
の
よ
う
に
増
減
し
た
の
か
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。
資
産
の
う
ち
、
支
払
済
み

の
部
分
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
と
き
、
貸
借
対
照
表
の
「
純
資
産

の
部
」
と
値
が
一
致
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

純
資
産
変
動
計
算
書
と
は
？

椎葉村の財政決算状況

前年度の純資産残高 243億5,114万円

経常行政コスト
コストから収入を
差引いたもの

△36億9,132万円

経常収入 交付税、地方税等 55億6,560万円

臨時損益等
災害などで急な
お金が必要だった

△1億3,265万円

今年度の純資産残高 260億9,277万円

将
来
支
払
う
地
方
債
が

減
る
と
、
将
来
へ
の
負

担
も
減
る
ん
だ
ね
！

前年度より純資産額は約17億4,163万円

増加しています。

資産が増え負債が減った結果、それだけ

資産に余裕の出たことがわかります。

資
金
収
支
計
算
書

　

１
年
間
の
村
の
現
金
の
歳
入
と
歳
出

が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
増
減
し
て
い
る

か
を
、
性
質
別
に
区
分
し
て
整
理
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
と
き
、
資
金
収
支
計
算
書

の
期
末
歳
計
現
金
残
高
と
貸
借
対
照
表
の

「
歳
計
現
金
」
が
一
致
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

資
金
収
支
計
算
書
と
は
？

①経常的収支……プラス要因
②公共資産整備・③投資財務的収支…マイナス要因

行政サービスの資金を多くもっておきたい
　①−（②＋③）＞０ならば、健全でよい運営
　椎葉村は、当年度の資金変動額もプラスとなり
　健全な運営が行われています。

見るポイントは
　　経常的収支だね !

①経常的収支
行政サービス
にかかる資金

24億2,489万円

②公共資産整備収支
道路や学校な
どの整備

△12億1,256万円

③投資財務的収支
投資・財務活
動の資金の支
出と収入

△8億5,053万円

当年度資金増減額
最終的な一年
間の資金の変
動額

3億6,180万円

前年度の資金残高 7億2,210万円

今年度の資金残高 10億8,390万円
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椎葉村の財政決算状況
　

県
内
の
市
町
村
で
の
分
布
を
見
た
場
合
、

椎
葉
村
は

　
　

大
き
い
政
府
型

　

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

※
下
の
図
は
住
民
一
人
あ
た
り
で
の
算
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
低
資
産
高
負
債
型

資
産
は
少
な
い
が
、
負
債
は
多
い
。

②
大
き
い
政
府
型

資
産
も
多
い
が
、
負
債
も

多
い
。
人
口
の
少
な
い
地

域
に
多
い
。

③
小
さ
い
政
府
型

資
産
も
負
債
も
少
な
い
。
基
金
や
現
金

が
あ
る
場
合
も
多
い
。

④
高
資
産
低
負
債
型

資
産
が
多
く
負
債
が
少
な
い
。

県
内
の
他
団
体
と
の

比
較
分
析

財
務
諸
表
を
利
用
し
た
分
析
①

県内では資産（道路等のインフラ資産）と負債（地
方債）が多い団体になります。
今後、固定資産の取得は慎重に検討して、地方
債の償還（負債を減らす）の努力が求められてい
ます。
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財
務
諸
表
を
利
用
し
た
分
析
②

【過去２年間の社会資本形成の世代間負担比率】
①現世代負担比率（現世代によりすでに負担された割合になります。）
　（純資産合計/公共資産合計）
　平均的指標範囲　50%〜 90%
②将来世代負担比率（将来世代への負担割合です。）
　（地方債合計/公共資産合計）
　平均的指標範囲　15%〜 40%

現世代が頑張って負担してきたため、将来への借金・負担が少なくなっています。

平成21年度 平成22年度

公共資産合計　　　（Ａ） 259億7,448万3千円 275億2,976万5千円

純資産合計　　　　（Ｂ） 243億5,353万1千円 260億9,277万4千円

地方債残高　　　　（Ｃ） 60億3,869万5千円 53億7,963万8千円

現世代負担比率　　（Ｂ）/（Ａ） 93.8％ 94.5％

将来世代負担比率（Ｃ）/（Ａ） 23.2％ 19.5％

椎葉村の財政決算状況

　

有
形
固
定
資
産
の
う
ち
土
地
以
外
、
い

わ
ゆ
る
償
却
資
産
の
取
得
価
額
に
対
す
る

減
価
償
却
累
計
額
の
割
合
を
計
算
す
る
こ

と
に
よ
り
、
取
得
し
た
資
産
が
耐
用
年
数

に
対
し
、
ど
の
程
度
の
年
数
が
経
過
し
て

い
る
の
か
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

土
地
や
建
物
を
購
入
し
た
金
額
か
ら
、

現
在
ど
れ
だ
け
老
朽
化
し
て
い
る
か
を

表
し
ま
す
。
値
が
大
き
い
と
、
近
々
改
築

な
ど
で
、
そ
の
分
の
経
費
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

財
務
諸
表
を
利
用
し
た
分
析
③

過
去
２
年
間
の
資
産

老
朽
化
比
率
の
推
移

平成21年度 平成22年度

減価償却累計額 老朽化 減価償却累計額 老朽化

生活・インフラ
国土保全

78億4,349万3千円 21.6% 34億1,472万4千円 33.4%

教育 61億6,502万6千円 35.6% 21億7,162万9千円 41.1%

福祉 8億1,813万1千円 61.6% 7億140万1千円 58.3%

環境衛生 2,159万円 51.2% 3億74万4千円 56.7%

産業振興 34億207万6千円 68.7% 138億9,756万4千円 49.6%

消防 956万9千円 99.2% 2億1,469万5千円 78.2%

総務 11億9,337万4千円 30.6% 10億64万6千円 30.1%

合　計 194億5,325万9千円 30.5% 217億140万3千円 44.5%

今後、消防や産業振興関連の更新などが必要でしょう。
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椎葉村の財政決算状況

財
務
諸
表
を
利
用
し
た
分
析
④

平成21年度 平成22年度

流動資産合計 20億8,472万円 25億9,940万8千円

流動負債合計 6億1,962万8千円 5億9,978万7千円

負 債 合 計 72億203万1千円 71億535万2千円

純 資 産 合 計 243億5,353万1千円 260億9,277万4千円

流 動 比 率 335.4％ 433.4％

自己資本比率 77.2％ 78.6％

○
流
動
比
率

　

比
率
が
高
い
た
め
一
年
以
内
に
現
金
化
で
き
、
支

払
に
対
応
で
き
る
だ
け
の
資
産
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

○
自
己
資
本
比
率

　

70
％
以
上
で
資
産
に
占
め
る
純
資
産
の
割
合
が
負

債
に
比
べ
高
く
資
産
が
健
全
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【自治体経営の安全性について】
①流動比率（一年以内で支払う金額に対する資産の余裕度を示す）
　（流動資産合計/流動負債合計）　基準値　＞100%
②自己資本比率（資産に占める純資産の割合を示し、値が大きいほどよい）
　（純資産合計/負債合計＋純資産合計）

財務書類からわかったこと
・資産と負債が大きい政府型。
・昨年度よりも、財政状況は良くなった。
　　① 将来世代への負担の減少。
　　② 安全性を表す流動比率の増加。自己資本の増加。

・ただし、社会保障や建物の改築で今後コストが増加すると思われます。

財務諸表の活用に向けて

・現状把握
・施設や事業ごと財務書類作成
・財務書類による中長期の総合
　計画の作成

Plan 
（計画）

Do
（実行）

Act
（改善）

Check
（検証）

・総合計画で予算査定
・施設、事業別のコスト算定
・上記をもとにした予算執行

・総合計画の修正
・財務書類の経年・類団比較
・施設・事業・行政・人事評価
　及び超過コストの改善提案

・執行された予算で財務書類作成
・財務書類で検証、課題、原因
　を追求
・行政・人事評価も採用

■問い合わせ先　役場 総務課 財務グループ　☎６７−３２０１　無料☎７６７−００２１
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　平成24年度の区長（公民館長）さんです。皆

さんには各区の重要な連絡調整役として、１年

間行政と村民の架け橋となっていただきます。

　よろしくお願いいたします。（敬称略）

区 長（公民館長）紹 介
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総務課からのお知らせ

椎葉 治敏（竹ノ八重）

松　

尾

中瀬 計己（臼杵俣）

小　

崎

黒木 憲治（中　山）

栂　

尾

那須 義定（古枝尾下）

不
土
野

新

黒木 芳弘（仲　塔）

仲　

塔

那須 朝光（夜狩内）

上
椎
葉

副会長 会　長

尾前 秀久（尾前下）

尾　

向

那須 秀信（上福良）

尾
八
重

那須 良市（大久保）

鹿
野
遊

椎葉　満（矢　立）

大
河
内

新新 副会長

６月２３日（土）〜２９日（金）の１週間は、
平成24年度　男女共同参画週間

「男女共同参画週間」です。
　　　　本年度の男女共同参画週間は

「男女共同参画による日本再生」を重点とします。

　 キャッチフレーズは
　『あなたがいる  わたしがいる  未来がある』です。

　人口減少・高齢化が進む中で、東日本大震災からの復旧・復興、日本経済の再生等、様々な課題の解決
を迫られるわが国において、女性が社会のあらゆる場面に参画し、その能力を発揮することがますます必
要とされています。
　例えば、経済、ビジネスにおいて女性が参画し、その視点を加えること、ワーク・ライフ・バランスに
より男女の働き方や生き方を変えることなど、女性が日本再生の担い手として重要な役割を果たすことは、
元気な日本を取り戻す鍵となります。

　●内閣府男女共同参画局ホームページ　http://www.gender.go.jp/

　■問い合わせ先　役場 総務課 行政グループ　☎０９８２−６７−３２０１　無料☎７６７−００２１
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平
成
24
年
度
椎
葉
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
春
季
大
会
並
び
に

結
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
団
式
で
は
新
し
い
チ
ー
ム
で

の
今
年
の
目
標
を
チ
ー
ム
ご
と
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
指
導
者
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、
中
瀬
博
光
氏（
竹
の
枝
尾
日
当
）

に
、
本
部
長
よ
り

感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

椎
葉
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

春
季
大
会

５
月
12
日
・
村
総
合
運
動
公
園

【バレーボールの部】
　優勝　松尾少女バレー
　２位　椎小フレンズ

【ソフトボールの部】
　優勝　杉の子ファイターズ
　２位　松尾イーグルス
　３位　尾向ソフトボール
　４位　小崎ソフトボールクラブ

松尾少女バレー

椎小フレンズ

松尾イーグルス

小崎ソフトボールクラブ

杉の子ファイターズ

尾向ソフトボール

【
剣
道
の
部
】

■
３
年
生
の
部

　

優
勝　

椎
葉 

菜
々
花（
尾
向
小
）

　

２
位　

尾
前 

和（
尾
向
小
）

■
４
年
生
の
部

　

優
勝　

椎
葉 

純
大（
椎
葉
小
）

　

２
位　

甲
斐 

穂
乃
香（
尾
向
小
）

■
６
年
生
の
部

　

優
勝　

尾
前 

渚
紗（
尾
向
小
）

　

２
位　

桑
原 

一
平（
椎
葉
小
）

　

３
位　

椎
葉 

知
大（
椎
葉
小
）

椎葉少年剣道

尾向少年剣道大河内元気ッズ

【
卓
球
の
部
】

　

椎
葉
中
卓
球
部
と
練
習
試
合



村のできごと

橋
本
浩
美
氏
に
感
謝
状
贈
呈

　

５
月
２
日
、
村
長
室
に
お
い
て
人
権
擁
護
委

員
を
退
任
さ
れ
た
橋
本
浩
美
氏（
上
椎
葉
上
２
）

に
法
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
平
成
21
年
４
月
に
人
権
擁
護
委
員

の
委
嘱
を
受
け
、
１
期
３
年
に
渡
り
本
村
の
人

権
擁
護
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
任
の
人

権
擁
護
委
員
と
し

て
、
平
成
24
年
４
月

よ
り
、松
岡
鍾
氏（
下

松
尾
）が
法
務
大
臣

よ
り
委
嘱
を
受
け
ま

し
た
。

　

５
月
11
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
村
内
の
区
長
・
区
長
代
理
・

組
合
長
が
一
同
に
集
ま
り
、
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

区長・区長代理・組合長研修会

７
日　

庁
議

　
　
　

人
権
擁
護
委
員
感
謝
状
贈
呈
式

９
日　

郡
町
村
会
総
会

10
日　

林
業
部
会
総
会

11
日　

区
長
・
区
長
代
理
・
組
合
長
研
修
会

　
　
　
県
道
上
椎
葉
湯
前
線
期
成
同
盟
会
総
会

13
日　

扇
山
山
開
き

14
日　

観
光
協
会
理
事
会

15
日　
全
国
治
山
砂
防
協
会
評
議
員
会（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
連
盟

特
別
総
会

16
日　

自
立
町
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会

　
　
　
　
（
〜
17
日
・
鹿
児
島
県
与
論
島
）

18
日　

産
業
支
援
団
体
の
協
議（
宮
崎
市
）

　
　
　

治
山
林
道
協
会
役
員
会

21
日　

椎
葉
村
商
工
会
総
会

　
　
　

椎
葉
村
観
光
協
会
総
会

　
　
　

平
家
ま
つ
り
実
行
委
員
会

22
日　

耳
川
広
域
森
林
組
合
総
代
会

　
　
　

県
空
港
審
議
会
監
査（
宮
崎
市
）

　
　
　

政
策
懇
談
会

23
日　

一
ツ
瀬
川
小
丸
川
関
係
保
全
会
議

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
公
民
館
連
合
会
総
会

24
日　

県
医
療
審
議
会

28
日　

建
設
部
会
総
会

　
　
　

国
保
運
営
協
議
会

29
日　

治
山
林
道
協
会
総
会（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
町
村
会
理
事
会

31
日　

木
材
需
要
拡
大
推
進
会
議（
宮
崎
市
）

　
　
　

空
港
振
興
協
議
会
総
会

　
　
　

市
町
村
振
興
協
会
理
事
会

椎葉
晃充
村長の

5月の
動き▲扇山山開きでの

　テープカット

　

５
月
22
日
、
大
河
内
小
学
校
の
児
童
が

椎
葉
司
さ
ん（
城
）の
田
ん
ぼ
を
一
部
お
借

り
し
て
田
植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

秋
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
ね
。

田植え体験

　

５
月
21
日
、松
尾
中
学
校
に
お
い
て
交
通

安
全
教
室
が
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
教
室
で

は
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し
、本

村
で
は
体
験
で
き
な
い
信
号
や
踏
切
な
ど
、

自
転
車
の
運
転
体
験
が
出
来
た
よ
う
で
す
。

自転車シミュレーター
体験

　

５
月
19
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

村
内
の
各
小
中
学
校
の
役
員
が
集
ま
り
、

椎
葉
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

村ＰＴＡ連絡協議会総会
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カメラ さんぽ

（大河内・矢立）

　皆さんＧ
ゴールデン ウィーク

・Ｗはいかがお過ごしでしたか？
　椎葉村では山々が新緑で輝き、たくさんの
方がマイナスイオンを吸収しに来村されまし
たよ。
　村内で開催されたイベントを写真で紹介し
ます！

４月２８日

『大河内癒しの森 森びらき』

　村内外から約100
人が参加しました。
　新緑豊かな原生
林、もののけ姫の世
界に入り込んだよう
な景色が広がってい
ます。

（撮影：高島清行さん）

（椎葉病院下河川敷）

５月３日

『銘水の郷釣り大会』

　前日までの雨で開催が心配されましたが、今年は昨年
より多い、272人の参加者で賑わいました。会場の川には、
約700㎏のヤマメとマスが放流されました。
　また、松尾ヤマメ養魚場（椎葉信雄氏）よりヤマメ50㎏
を提供していただきました。ありがとうございました。

【大人の部】

　第１位　稲
いな

吉
よし

 利
とし

弘
ひろ

（北九州市）39.3cm

　第２位　山
やま

口
ぐち

 洋
ひろ

生
き

（熊本県山都町）34.3cm

　第３位　大
おお

濱
はま

 禎
ただし

（北九州市）34.0cm

【子供の部】

　第１位　八
や

ッ
つ

代
しろ

 統
つね

也
なり

（東京都）32.0cm

　第２位　鈴
すず

木
き

 丈
じょういちろう

一朗（人吉市）30.8cm

　第３位　梅
うめ

北
きた

 愛
まな

斗
と

（椎葉村）30.2cm

釣り大会入賞者（敬称略）

Public Relations of  SHIIBA 1�2012（H24）６月号

G･W!!
私
も

参
加
し
ま
し
た
！



カメラ さんぽ

交流草川
（５月16 〜18日）

　　 扇山山開き（５月13日）

　村内外から260人が参加し、扇山山開きが開催されました。
　山頂まで約１時間30分。所々で石楠花が見られましたが、今年は暖
かくて散ってしまったものが多かったようです。

▲

最
年
少
登
山
者
の

　

平ひ
ら

岡お
か

晃こ
う

太た

朗ろ
う

く
ん

　
（
１
歳
７
ヶ
月
）

椎葉・諸塚・西米良３村合同企画

MUSIC  VIBRATIONS
IN  MOROTSUKA

　椎葉・諸塚・西米良の３村の青年団が諸塚村で音楽祭を開
催しました。
　本村からは、消防ラッパ隊と故郷太鼓扇一座が出演。また、
山級グルメグランプリも開催され、本村は椎茸を使った「な
んじゃこりゃしいたけ」を出品しました。
　いろいろなジャンルの音楽を聴きながら、おいしい料理を
食べる。観客は最高のひとときを過ごせたのではないでしょ
うか。

（５月19日・諸塚村総合運動公園）

　村内の小学５年生が門川町立草
川小学校と交流学習を実施。
　17日は砂の造形を草川小の児
童と協力して行いました。
　６月には草川小の５年生が来村
します。

最
山
級
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
の

プ
レ
ー
ト

真
ん
中
が
「
な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ

し
い
た
け
」

▲
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健康だより〈№176〉

◆介護保険制度の仕組み
　介護保険制度は、介護が必要な方を社会全体で支えるための制度であ
り、65歳以上の方は介護保険の第１号被保険者となります。
　介護保険の運営は、半分を国・県・村からなる公費で負担し、残り半
分のうち21%を第１号被保険者（65歳以上）の方に、29%を第２号被保険
者（45〜64歳）の方に負担していただいています。

◆平成24年度から65歳以上の方の介護保険料額が上がります
　椎葉村の平成21〜23年度の保険料基準額は月額３,５４２円でしたが、平成24 〜 26年度については、
高齢化や認定者の増加、今後予定している施設整備などにより、介護保険にかかる費用の増加が見込ま
れることから、月額で３４１円上昇し月額３,８８３円となります。

◆第１号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料の算出方法 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　÷　　　　　　　　　　＝
　※介護保険料は上記の計算式を基本として算出されます。

◆介護保険料を滞納すると？
　介護保険料を滞納すると、未納期間に応じて、利用料を一旦全額支払わなければならなくなったり、
給付の一時差し止めや、利用者負担が１割から３割になったりする措置がとられます。

■問い合わせ先　ほけんグループ　☎６８−７５１３　無料☎７６８−７５１３

ささみチーズロール
低カロリーの安心レシピ

★材料（３人分）
ささみ………………３本
ニンジン……………３０ｇ
キャベツ……………２枚
味付けのり…………３枚
スティックチーズ…３本
しょうゆ……………６ｇ
わさび………………少々

★作り方
①ささみはラップにはさんで麺

棒でたたき薄くのばす。
②ニンジンはスティック状に切り

レンジで２分ほど加熱する。キャ
ベツはゆでて千切りにする。

③チーズはのりで巻く。
④ささみにキャベツ、ニンジン、

チーズをおき巻いていく。
⑤レンジで２分加熱する。
⑥切り分けて、わさび醤油を添

える。

鶏ささみは肉類の中でとても低カロリー。
ただし淡泊な味わいや、パサつきやすい食感にあまり食欲をそそらないという人も多いようです。
そこで、こくのあるチーズや彩りのあるキャベツ、ニンジンを加えてきれいなロールにしました。

ご存じですか？『介護保険制度』

介護保険料は地域の介護サービスをまかなう大切な財源です。保険料は必ず納めましょう。

脂肪分が少ない
嬉しいお肉！

エネルギー：１１１cal
タンパク質：１７ｇ
脂　　　質：３ｇ
塩　　　分：０．８ｇ

椎葉村で必要な介護サービスの総費用
×65歳以上の方の負担分　２１％

椎葉村内の65歳
以上の方の人数

保険料の基準額　３,８８３円
（H24〜H26）

第１号被保
険者（65歳
以上の人）
の保険料

21％

第２号被保
険 者（40歳
から64歳）
の保険料

29％

国
25％

宮崎県
12.5％

椎葉村
12.5％



50.0%

乳がん検診を受けに行こう！

◎椎葉村の乳がん検診受診率（平成23年度）
　国の示す50％以上を達成している公民館は、６公民館で、椎葉村全体も50％以上を達成しています。

　※総合健診（高野病院総合健診センター）の中で、乳がん検診を受診した人も含まれています。

◎平成24年度　椎葉村乳がん検診日程
　乳がんを早期に発見するためには、検診を受診することが最も有効です。乳がん検診の申込みがまだお
済みでない方は、早めに『福祉保健課　健康づくりグループ』までご連絡ください。

検　診　日 ７月９日（月）〜１４日（土）
（受付時間・場所等は、希望者に個別に受診券を送付し、ご案内いたします）

検 診 内 容 検診バス内でのマンモグラフィ検査、超音波検査（検査は全て女性が担当します）

対　象　者

２０歳以上の女性
（乳がん治療中・乳がん経験のある方、ペースメーカー・胸部にステント・シャ
ント等の手術を受けた方、豊胸手術を受けた方、妊娠中もしくは妊娠の可能性の
ある方は、受診できません）

自己負担金 社保等　2,500円、国保・後期高齢者　1,500円
（ＪＡ女性部は更に600円の助成あり）

がん検診を受けに行こう！
　このシリーズを通して、村民のがん検診への知識がアップし、がん検診受診率が増加し、さらにがん検診精密
検査受診率が100％になることを目指しています。

Part.３

お知らせ
　４月・５月の健診（検診）を受診できなかった人を対象に、もれ者健診（検診）を実施することになりました。実
施される健診・検診の詳細は下記のとおりです。

　○ 健診・検診名　特定健診、後期高齢者健診、若者健診、結核検診、胃がん検診、前立腺がん検診
　○ 検 　 診 　 日　平成２４年８月７日（火）
　○ 受 付 時 間　時期が近くなりましたら対象者には個別にご案内いたします。
　○ 場　　　　所　椎葉村総合保健センター「すこやか館」
　○ 注 意 事 項　お手元にある問診票や検尿容器等は８月まで大切に保管しておいてください。
　　　　　　　　　 新たに申込みをしたい方は、福祉保健課　健康づくりグループまでご連絡ください。
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健 康 だ よ り №176
役場 福祉保健課
健康づくりグループ
☎６８−７５１０　無料☎７６８−７５１０



▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期
（
６
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
村（
県
）民
税
〕（
１
期
）

〔
国
民
健
康
保
険
税
〕（
１
期
）

■
納
期
限　
　
　

７
月
２
日（
月
）

■
口
座
振
替
日　

６
月
26
日（
火
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

村
長
を
は
じ
め
各
課
長
、
駐
在
所
所
長
、

農
協
、
森
林
組
合
、
社
協
な
ど
各
区
に
出

向
い
て
要
望
、
意
見
を
伺
い
ま
す
。
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

午 

前  　

午 

後

７
月
９
日（
月
）
仲　

塔
・
鹿
野
遊

　
　

10
日（
火
）
小　

崎
・
尾
八
重

　
　

11
日（
水
）
尾　

向
・
不
土
野

　
　

13
日（
金
）
松　

尾
・
上
椎
葉

　
　

17
日（
火
）
栂　

尾
・
大
河
内

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

W
e are the one　

　
　

〜
と
も
に
働
け
る
社
会
へ
〜

　

６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月

間
」
で
す
。
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
・

雇
用
を
お
考
え
の
企
業
の
皆
さ
ま
、
外
国

人
指
針
に
基
づ
く
外
国
人
労
働
者
の
適
正

な
雇
用
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
雇
用
・
労
働
〈
雇
用
〉「
外
国

人
雇
用
対
策
」
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/bunya/

koyou/gaikokujin.htm
l

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課

　

☎
０
９
８
５（
38
）８
８
２
３

　

ま
た
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

　

▽
相　

談

お
気
軽
に「
行
政
相
談
」へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日　

６
月
12
日
・
７
月
10
日

　
　
　
　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

９
時
か
ら
12
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

不
眠
、
心
の
健
康
に
関
す
る
悩
み
な
ど

精
神
保
健
一
般
の
こ
と
に
つ
い
て
精
神
科
医

と
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
誰
か
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
月
第
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
か
ら
15
時
30
分

■
場
所　

宮
崎
県
日
向
保
健
所

■
費
用　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
向
保
健
所　

健
康
づ
く
り
課

　

☎
０
９
８
２（
52
）５
１
０
１

源
泉
所
得
税
の
納
期
の　
　

特
例
と
納
付

　

給
与
な
ど
支
払
い
の
際
に
徴
収
し
た
所

得
税（
以
下
「
源
泉
徴
収
税
」）は
、
給
与

な
ど
を
支
払
っ
た
月
の
翌
月
10
日
ま
で
に

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
納
付

す
べ
き
税
額
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

翌
月
10
日
ま
で
に
納
付
書
を
税
務
署
へ
提

出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
給
与
の
支
給
人
員
が
常
時

10
人
未
満
の
事
業
所
で
は
、
一
定
の
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
源
泉
所
得
税
の

納
付
を
年
２
回
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き

る
源
泉
所
得
税
の
「
納
期
の
特
例
」
制
度

が
あ
り
ま
す
。

■
源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例
制
度

　

源
泉
所
得
税
の
区
分
／
納
付
期
限

・
１
〜
６
月
に
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税

／
７
月
10
日

・
７
〜
12
月
に
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税

／
翌
年
１
月
10
日

　

源
泉
徴
収
税
の
こ
と
で
お
分
か
り
に
く

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税

務
署
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

延
岡
税
務
署

　

☎
０
９
８
２（
32
）３
３
０
１

あ
な
た
の
声
を
村
政
に
！

　

７
月
９
日
か
ら
各
区
で
地
域
づ
く
り
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
懇
談
会
に
は
、
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お 知 ら せ

お知らせ

村 花『シャクナゲ』
村 木『サンショウ』
村 鳥『ヤマドリ』

村内のうごき  ●５月１日現在
　男　　1,497人（＋30）
　女　　1,508人（＋15）
　計　　3,005人（＋45）
世帯数　1,200戸（＋32）



高
齢
者
相
談

（
宮
崎
県
高
齢
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
心
配
ご
と
、
悩

み
ご
と
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
、
そ
の

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
９
８
５（
25
）１
１
０
０

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
に
関
す
る

出
前
相
談
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
に
関
す
る

出
前
相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
を
お
考
え
の
方
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
を
知
り
た
い
方
な
ど
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

平
成
24
年
６
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
20
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
８
日（
木
）

　
　
　
　

平
成
25
年
１
月
17
日（
木
）

■
時
間　

13
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で

■
会
場　

の
べ
お
か
市
民
協
働
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
県
生
活
・
協
働
・
男
女
参
画
課

　

☎
０
９
８
５（
26
）７
０
４
８

労
働
相
談
等
の
実
施
に
つ
い
て

　

県
で
は
労
働
者
・
労
働
組
合
や
事
業
主

等
に
対
し
て
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を

支
援
す
る
た
め
に
無
料
の
労
働
相
談
や
中

小
企
業
労
働
施
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

指
導
・
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
等

の
費
用
は
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

延
岡
県
税
・
総
務
事
務
所 

総
務
商
工

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
８
２（
33
）２
８
６
２

▽
募　

集

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職

試
験
並
び
に
税
務
職
員
採

用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
一
般

職
試
験（
高
卒
者
試
験
）、一
般
職
試
験（
社

会
人
試
験（
係
員
級
））、
お
よ
び
税
務
職

員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
受
験
資
格

【
一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）】

【
税
務
職
員
採
用
試
験
】

①
平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経

過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び
平
成
25
年

３
月
ま
で
に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
卒
見
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る

と
認
め
た
者

【
一
般
職
試
験（
社
会
人
試
験（
係
員
級
））】

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者（
高
卒
者
試
験
の
①
に
規
定
す
る
期

間
が
経
過
し
た
者
お
よ
び
人
事
院
が
当

該
者
に
準
ず
る
と
認
め
る
者
に
限
る
）

■
申
込
方
法
お
よ
び
申
込
受
付
期
間

　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み

申
込
期
間

　

６
月
26
日
か
ら
７
月
５
日

　

②
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
申
込
み

申
込
期
間

７
月
２
日
か
ら
10
日
ま
で

（
10
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

■
第
一
次
試
験
日

　

平
成
24
年
９
月
９
日

（
九
州
地
区
で
は
高
卒
者
試
験
、
税
務

職
員
試
験
は
、
８
試
験
地
で
実
施
。
社

会
人
試
験
は
、
４
試
験
地
で
実
施
）

■
受
験
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

全
国
の
各
人
事
院
事
務
局

　

希
望
す
る
第
一
次
試
験
地
に
よ
り

申
込
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

〒
８
１
２
‐
０
０
１
３

　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
‐
11
‐
１

　

☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

●
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.jinji.go.jp/

※
＠
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
ナ

ビ
」
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。
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広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）



感想、要望などお書きください。
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BOOK  CORNER

戸
籍
だ
よ
り
（
４
月
届
出
分
）

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

原
田 

淳 

様
（
84
歳
）

松　

尾
（
小
河
内
）

　

椎
葉 

マ
ス
エ 

様
（
85
歳
）

不
土
野
（
不
土
野
中
）

　

中
竹 

和
藏 

様
（
78
歳
）

大
河
内
（
大　
　

藪
）

　

甲
斐 

春
義 

様
（
79
歳
）

松　

尾
（
佐
土
ノ
谷
）

　

甲
斐 

久
子 

様
（
旧
岩
屋
戸
）

（
故 

甲
斐 
熊
夫 
様
）

　

原
田 

初
年 

様
（
小
河
内
）

（
故 

原
田 

淳 
様
）

　

那
須 

眸 

様
（
不
土
野
中
）

（
故 

椎
葉 

マ
ス
エ 

様
）

　

中
竹 

タ
カ 

様
（
大　

藪
）

（
故 

中
竹 

和
藏 

様
）

　

甲
斐 

ヨ
シ
子 

様
（
佐
土
ノ
谷
）

（
故 

甲
斐 

春
義 

様
）

香
典
返
し

（
４
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

2012（H24）６月号 Public Relations of  SHIIBA �0

４
日　

和
牛
登
録

９
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会

　
　
　
　
（
仲
塔
・
鹿
野
遊
）

　
　
　

乳
が
ん
検
診

　
　
　
　
（
す
こ
や
か
館
・
〜
14
日
）

10
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会

　
　
　
　
（
小
崎
・
尾
八
重
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種（
Ｍ
Ｒ
）

11
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会

　
　
　
　
（
尾
向
・
不
土
野
）

13
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会

　
　
　
　
（
松
尾
・
上
椎
葉
）

15
日　

家
庭
の
日

16
日　

海
の
日

17
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会

　
　
　
　
（
栂
尾
・
大
河
内
）

　
　
　

予
防
接
種（
二
混
）

20
日　

小
中
学
校
１
学
期
終
業
式

22
日　

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
（
〜
23
日
）

24
日　

小
体
連
水
泳
大
会

　
　
　

予
防
接
種（
三
混
）

25
日　

子
牛
セ
リ
市

28
日　

剣
道
錬
成
大
会（
〜
29
日
）

31
日　

妊
婦
・
お
誕
生
日
相
談
・

　
　
　
　

乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

７
月
の
主
な
行
事

図書室だより
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　　☎67−2850
無料☎767−0081（0082）

　椎葉村民図書室では６月５日から図書の貸し出
しを開始いたします。
　貸出時間等については次のとおりです。
　たくさんの方のご利用をお待ちしています。

　■貸出時間　平日８：３０〜１７：００
　■貸出冊数　ひとり５冊まで
　■貸出期間　２週間以内

『６月５日から本の貸し出しを開始します！』



皆
さ
ん
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
楽
し
ま
れ
ま

し
た
か
？
▼
私
も
久
々
に
家
族
サ
ー
ビ
ス
で
き

た
か
な･･･

▼
連
休
明
け
の
某
朝
番
組
で
「
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
疲
れ
を
と
る
」
と
い
う
特

集
が
あ
り
ま
し
た
▼
「
？
？
？
」
疲
れ
を
と
る
？

連
休
で
疲
れ
る
？
▼
椎
葉
だ
と
あ
ん
ま
り
関
係

は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
都
市
部
で
は

連
休
は
渋
滞
な
ど
で
疲
れ
る
の
で
し
ょ
う
▼
何

か
変
だ
な
ぁ
と
感
じ
た
特
集
で
し
た
（
梅
吉
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message

　
「
細
島
み
な
と
祭
り
」
は
、
明
治
22
年
の

町
村
制
施
行
に
よ
り
、
細
島
が
宮
崎
県
で
最

初
の
「
町
」
の
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
を
記
念

し
て
始
ま
っ
た
お
祭
り
で
、
今
年
で
１
２
３

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

東
西
２
基
の
太
鼓
台
が
激
し
く
ぶ
つ
か
り

合
う
勇
壮
な
け
ん
か
祭
り
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
他
、ア
ジ
す
く
い
や
、手
作
り
の
水
族

館
な
ど
、地
域
の
宝
で
あ
る
「
海
」
を
活
用
し

た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
開
催
さ
れ
る
細
島
祇
園
祭

で
は
、
ご
神
体
を
の
せ
た
神
輿
が
、
は
た
め

く
大
漁
旗
に
守
ら
れ
て
海
上
を
パ
レ
ー
ド
す

る
海
上
渡
御
も
行
わ
れ
、
航
海
安
全
と
大
漁

を
祈
願
し
ま
す
。

■
日
程　
平
成
24
年
７
月
13
日（
金
）〜
15
日（
日
）

■
場
所　

細
島
商
業
港
一
帯

■
内
容

　

13
日（
金
）
開
会
式
・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
時
〜
21
時

　

14
日（
土
）
親
子
太
鼓
台
９
時
〜
13
時

　
　
　
　
　
　

太
鼓
台
巡
行
18
時
〜
22
時

　

15
日（
日
）
海
上
渡
御　

９
時
〜
11
時　

　
　
　
　
　
　

太
鼓
台
巡
行
18
時
〜
22
時

※
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
太
鼓
台
の
組
み

合
わ
せ
は
15
日（
日
）20
時
頃
を
予
定
し
て

お
り
ま
す

　

こ
の
ほ
か
ス
テ
ー
ジ
で
の
各
種
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

日　

向　

市

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
に
行
こ
う
よ
！

■問い合わせ先
　細島みなとまつり実行
　委員会事務局
　☎０９８２−５６−１０３３

『
細
島
み
な
と
祭
り
』

田
植
え
を
す
る
の
が
初
め
て
の
児
童
が

多
か
っ
た
今
回
の
田
植
え
体
験
。
裸
足

で
田
ん
ぼ
に
入
る
と
「
何
か
変
な
感

じ
」「
気
持
ち
い
い
」
と
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。
み
ん
な
で
一
列
に
並
ん
で
ひ

と
つ
ず
つ
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。
秋
の

収
穫
に
は
ま
た
み
ん
な
で
稲
刈
り
を
行

う
そ
う
で
す
。
豊
作
の
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
！

『田植え』

Public Relations of  SHIIBA �1 2012（H24）６月号

選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

昭
和
の
日
阿
蘇
よ
り
晴
れ
の
き
ざ
し
あ
り　

那
須　

正

［
評
］
こ
の
句
の
季
語
は
「
昭
和
の
日
」。
昭
和
天
皇
の
生
誕
さ
れ
た
日
、
四
月

二
十
九
日
の
こ
と
。
作
者
は
ど
う
や
ら
気
象
庁
発
表
の
天
気
予
報
よ
り
も
、

日
々
に
見
る
阿
蘇
連
山
の
様
子
で
晴
雨
を
決
め
る
わ
ざ
を
持
っ
て
い
る
ら
し

い
。
四
月
二
十
九
日
の
前
後
は
、見
事
な
晴
れ
が
続
く
。
春
酣
の
時
、目
い
っ

ぱ
い
時
間
を
使
っ
て
働
こ
う
と
思
う
。
健
康
的
な
一
句
。

爪
の
土
除と

る
日
の
続
く
草
む
し
り	

小
丸
川　

隆

［
評
］
こ
の
句
を
読
む
と
規
模
の
大
き
い
農
業
を
営
ん
で
い
る
よ
う
に
思
っ
た
が
、

ど
う
や
ら
団
地
の
屋
上
に
あ
る
鉢
や
箱
に
対
す
る
作
業
の
こ
と
ら
し
い
。
よ

く
合
点
し
た
。「
草
む
し
り
」
の
季
語
が
よ
く
収
ま
っ
て
い
る
。

よ
く
聞
こ
ゆ
田
水
の
音
よ
五
月
来
る	

中
瀬　

汀

［
評
］
明
日
い
よ
い
よ
田
植
え
と
い
う
前
夜
、
こ
こ
ち
よ
い
田
水
の
音
。
山
か
ら
の

流
水
が
あ
ふ
れ
て
下
の
田
へ
落
ち
て
い
く
。
明
日
は
存
分
に
働
く
ぞ
。

《
佳
作
》

穏
や
か
に
穀
雨
の
朝
の
鳥
の
声

山
本　

和
枝

岩
水
に
咲
い
て
絡
ま
る
藤
の
花

那
須　

瑞
穂

山
菜
を
も
ら
い
て
た
の
し
五
月
晴
れ

黒
木　

八
重
子

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）



　おつるちゃんは、４月28日（土）に大河内森林ガイドの会主催の
「大河内癒しの森　森びらき」に参加し、約100名の参加者の皆さんをお出迎えしました。
　今年で７回目を数えたこのイベントは、足に自信のない方から幼児まで楽しく歩くことができる

「矢立コース」ハイキングと抜群の眺望を誇る秘められた山頂を極める「江代山」周回登山コースが設定
されており、年々参加者が増えています。 
　参加された皆さんも、見渡す限り苔に覆われた「もののけ姫」の世界（センツキ谷）や一般には開放さ
れていない絶景の名山に大変喜んでいました。

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！ 4
　「大河内森林ガイドの会」の皆さん
は、年間を通して四季を感じる魅力
的なイベントを開催し、心と体の癒
しを提供しているよ。
　皆さんも素晴らしい椎葉の自然を
是非体感してみてね。

大河内癒しの森 森びらきでＰＲ！の巻

▲参加者の皆さんと記念撮影！▲参加者をお出迎え！ ▲皆さんに可愛がっていただきました！

■発行／椎葉村役場　☎ 0982-67-3111  〒 883-1601 宮崎県東臼杵郡椎葉村大字下福良 1762 番地 1　
■編集／総　務　課　☎ 0982-67-3201・ＦＡＸ 0982-67-2825
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　兄ちゃん姉ちゃんに毎日鍛えられて、すくす
くのびのび悪ガキ街道まっしぐらな智記です☆
そんな智記は我が家の癒し系です♡
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平成21年12月10日生まれ

　ヒキガエル科ヒキガエル属。本州（近畿以西）、四
国、九州に分布します。体長80〜180㎜になり、雌
は雄より大型になります。平地から山地にかけて広
く生息し、森林や畑などの物陰に潜んでいることが
多く、地表に生息する昆虫やミミズ、クモなどを食
べます。繁殖は10月〜翌年の５月に行われ、沼や水
たまり、田んぼなどに６千〜１万４千個の卵を産み
ます。卵塊は紐状で、長さは20ｍ以上になることも
あります。あまり跳躍せず、歩行に適した頑丈な四
肢を持っています。皮膚は厚く、いぼ状の突起に覆
われ、目の後ろにはブフォトキシンという毒液を分
泌する耳線を持ち、外敵から身を守ります。本種を
好んで餌とするナミヘビ科のヤマカガシは、その毒
を貯蓄して使用していることが明らかになっていま
す。カエルの仲間は、水を口から飲まずにお腹の皮
膚から吸収します。ときどき脱皮も行い、脱いだ皮
は自分で食べてしまいます。

（九州大学演習林　鍜治　清弘・智和　正明）

ニホンヒキガエル
16椎葉の生き物

未来にはばたけ！

フェイス！ Face 
in  June

　今年の春に帰郷し、現在椎葉村役場税務住民課地籍グ
ループに嘱託職員として勤務しています。村民の皆さま
にはこれから色々とお世話になりますが、どうぞよろし
くお願いいたします。
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